
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｅ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

“ＢＬＩＴＺ”-ｔｈｅ ａｂｉｌｉｔｙ ｔｏ ｐｒｏｇｒｅｓｓ ｉｎ ｐａｒａｍｅｔｅｒ ｏｆ ｔｈｅ ｍｏｔｏｒ ｖｅｈｉｃｌｅ 

ｓｔａｂｌｉｓｈｅｄ ｉｎ 1980，“ＢＬＩＴＺ”ｈａｓ ｒｅｖｏｌｕｔｉｏｎｉｚｅｄ ｔｈｅ ａｕｔｏｍｏｔｉｖｅ ｉｎｄｕｓｔｒｙ 
取り扱い説明書 



 

 

 

目次             ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １ 

安全上のご注意                               ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２ 

製品の特徴                       ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ４ 

各部の名称と説明               ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ６ 

取り付け方法                      ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ 

操作方法                                ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ７ 

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ 一覧         ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８ 

メーター画面項目一覧                             ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ８ 

モニタリング可能データ一覧                                        ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ９ 

電源ＯＮ                           ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １０ 

電源ＯＦＦ                                       ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １０ 

ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ （シシンメーター）                          ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １１ 

ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ （ダエンメーター）                       ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １３ 

ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ （バーグラフ）                            ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １４ 

ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩＴＯＲ （３レンモニター）                ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １５ 

ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩＴＯＲ （６レンモニター）                       ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １７ 

ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ （コショウシンダン）                     ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １８ 

ＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ （ヒカリツウシン）                               ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ １９ 

ＵＮＩＴ ＣＨＡＮＧＥ （タンイヘンコウ）                          ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ２０ 

ＷＡＲＮＩＮＧ （ワーニング）                                 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ２１ 

ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ （キロク・サイセイ）                    ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ２２ 

ＣＯＮＴＲＡＳＴ （コントラスト）                 ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２３ 

ＢＲＩＧＨＴ （バックライト）                          ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２３ 

ＬＡＮＧＵＡＧＥ （エイゴ・ニホンゴ）                     ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２４ 

ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ （ピーククリア）                ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２４ 

ＳＴＲＯＢＯ （ザンゾウ）               ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２５ 

ＵＮＩＴ （タンイ）                                 ・ ・  ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２５ 

ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ （ツウシンマチ）                   ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２６ 

ＲＥＳＥＴ （リセット）                        ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２６ 

メモリ項目                     ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ２７ 

初期設定値         ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・  ・  ・ ２７ 

保証書                ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・ ・ ・  ・ ・ ・ ・  ・  ・    ・   ・  ・ ２９ 

 

 

 

 

 

 1



Ⅰ．安全上のご注意 

 

□はじめに 

・この製品についての説明には、製品を使用する際と、自動車に装着する際の注意事項が詳しく記載してあり

ます。良くお読みになって、正しくお使いください。 

・装着車両に、この製品システム以外の製品装着や改造を行った場合に発生する不具合に関して、弊社は責

任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

・お客様ご本人または第三者の方が、この製品および付属品の誤った使用や、その使用中に生じた故障、そ

の他の不具合によって受けられた障害については、弊社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了

承ください。 

・この製品および付属品は、改良のため予告なく変更する事があります。 

 

 

 
この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が死亡または重傷を負う可能

・換

換

・こ

く

運

・こ

Ｄ

・バ

シ

・コ

シ

ま

・こ

ま

そ

・運

事

・こ

シ

 使

 

 

 

 

 

 

警告 
性が想定される危険の状況を示します。 

気の良い場所で取り付け作業を行ってください。 

気の悪い場所で作業を行うと、爆発・火災の原因となります。 

の製品および配線類・付属品はしっかりと固定し、運転の妨げになる場所・不安定な場所に取り付けないで

ださい。 

転に支障をきたし、事故の原因になります。 

の製品は、車両電源がＤＣ１２Ｖ車で車体（ボディ）アースの車両専用です。 

Ｃ２４Ｖ又は１２Ｖ・２４Ｖ兼用車には使用しないでください。火災の原因となります。 

ッテリーのマイナス端子をはずしてから、取り付け作業を行ってください。 

ョートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

ネクタを外す場合、ハーネスを引っ張らず、必ずコネクタを持って取り外してください。 

ョートなどによる火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

た､製品の故障の原因となります。 

の製品に異音・異臭などの異常が生じた場合には、製品の使用をすみやかに中止し、販売店または弊社

でお問い合わせください。 

のまま使用すると、感電や火災、電装部品の破損の原因となります。 

転者は走行中にこの製品の操作を行わないでください。 

故の原因となる恐れがあり大変危険です。 

の製品の取り付け時に、エンジンルーム内の電気配線や配管類を傷つけないよう注意してください。 

ョートなどによる火災、電装部品・エンジン・車両の破損の原因となります。 

用しない配線などは、絶縁テープを巻くなどして必ず絶縁対策を行って下さい。 
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この表示を無視して、誤った取り扱い・作業を行うと、人が軽傷または中程度の傷害を

負う可能性が想定される危険な状況および物質損害の発生のみが想定される状況を

示します。 

 注意 

 

・この製品の取り付けは、必ず専門業者に依頼してください。 

取り付けには専門の知識と技術が必要です。 

・この製品を装着前に落下させたり、装着時に無理な力を加えたりしないでください。 

作動不良の原因になる場合があります。 

・この製品の加工・分解・改造は絶対に行わないでください。 

事故、火災、感電、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

加工・分解・改造等の形跡が見られる場合、クレーム・修理の対象外にさせて頂きます。 

・高温になる場所や、水が直接かかる場所には、取り付けをしないでください。 

感電、火災、電装部品の破損、焼損の原因となります。 

・エンジンルーム内の温度が下がってから、作業をはじめてください。 

エンジン本体、ラジエター、排気関係の部品は高温になり、火傷の恐れがあります。 

・定期的に点検を実施し、十分に注意してご使用ください。 

この製品は耐久性を考慮して、厳選された材料を使用し、厳重な社内品質管理のもとに製造されていますが、

車両の使用条件や環境などにより、耐久性が落ちる事があります。 

・取り付け作業のために一時的に取り外す純正部品は、破損・紛失しないように大切に保管してください。 

当社は取り付け作業による物的損害の責任を負うことはできませんので、慎重に作業を行ってください。 

・ボルト・ナット類は、適切な工具で確実に締め付けてください。 

必要以上に締め付けを行うと、ボルトのネジ部が破損します。 

・本製品は純正車両を前提に企画されております。 

純正以外のパーツを取り付けている場合は、本製品が正常に作動しなかったり、本製品および車両に不具

合が出たりする可能性があります。 
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Ⅱ．製品の特徴 

（１）本製品は、１９８９年以降製造され、かつ、旧日産故障自己診断コネクタを装備している車両の、

ＥＣＵ信号をモニタできるマルチメーターです。 

 

（２）製品特徴 

① 車両故障自己診断コネクタに、カプラーオンで簡単に取り付けができます。 

② センサー等の取り付け作業が必要ありません。 

③ 電源は故障診断コネクタから供給可能ですので、面倒な配線接続作業は不要です。 

④ ２０種類の表示項目を１００種類以上の組み合わせで表示できます。 

⑤ ＳＢＣ ｉ－Ｄとの連動により、さらに多彩なディスプレイが可能になります。また、車速信号を入力すること

により、ＳＢＣ ｉ－Ｄで車速によるブースト設定が可能になります。 

⑥ ピーク表示機能、ワーニング機能、レコード/リプレイ機能を標準搭載しています。 

⑦ 旧日産故障自己診断コネクタを装備しているほとんどの車両に対応。幅広い車種に取り付け可能です。 

※詳しくは適合表をご覧ください。 

（３）モニタリング可能項目 

本製品は、以下の純正ＥＣＵデータをモニターすることが可能です。 

車速 

ＳＰＥＥＤ 

エンジン回転数 

ＴＡＣＨＯ 

点火時期 

ＩＧＮＩＴ 

インジェクタ噴射時間   

ＩＮＪＣ１ 

インジェクタ噴射時間（Ｒ）  

ＩＮＪＣ２ 

水温        

ＷＡＴＥＲ 

吸気温度       

ＩＮＴＡＫ 

燃料温度       

ＦＵＥＬ 

エアフロ電圧      

ＡＩＲＦ１ 

エアフロ電圧（Ｒ）    

ＡＩＲＦ２ 

Ｏ２センサ電圧     

Ｏ２－１ 

Ｏ２センサ電圧（Ｒ）    

Ｏ２－２ 

空燃比補正係数     

Ａ／ＦＣ１ 

空燃比補正係数（Ｒ）   

Ａ／ＦＣ２ 

バッテリー電圧     

ＢＡＴＴ 

スロットルセンサ電圧   

ＴＨＲＯＴ 

ＥＧＲ温度センサ     

ＥＧＲ－Ｔ 

排気温センサ     

ＥＸＨ－Ｔ 

車両故障自己診断 

コード数 

車両故障自己診断 

項目 

 

※モニタリング可能な項目・項目数は車両により異なります。詳しくは、本製品同梱の適合表を確認するか弊

社窓口までお問い合わせください。 
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（４）構成部品および付属品リスト 

構成部品および付属品リスト 

□ Ｒ－ＶＩＴ ＴｙｐｅⅡ                                                                                                   １ヶ

□ Ｒ－ＶＩＴ ＴｙｐｅⅡ用メインハーネス                                                                                    １ヶ

□ 両面テープ                                                                                                                                                                                                                                           １ヶ

□ タイラップ大                      ２ヶ

□ ＳＢＣ ｉ－Ｄ連結用プレート                                                                                                                                  １ヶ 

□ Ｒ－ＶＩＴ車両適合表                 １ヶ

□ 取り扱い説明書（兼保証書）            １ヶ

 

 

※キット内の構成パーツは、本製品を取り付けるのに必要最小限のパーツで構成されています。取り付け場所

や取り付け方法により、キット以外のパーツが必要になる場合があります。 

 

（５）適合車両および製品の仕様 

 
□ 

①

②

③

※車 確

認

 

□ 

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）製

製

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

適合車両 

下記の条件が全て満たされている車両のみ取り付け可能です。 

 １９８９年以降に製造され、且つ、旧日産故障自己診断コネクタを装備している車両。 

 純正のＥＣＵが装着されている車両。 

 電源回路がＤＣ１２Ｖの車両。 

両により、上記条件を満たしていても使用できない場合があります。詳しくは、本製品同梱の適合表を

するか弊社窓口までお問い合わせください。 

製品名称 ： Ｒ－ＶＩＴ ＴｙｐｅⅡ 

製品番号 ： １５１１２／１５１１３ 
品についてのお問い合わせ先 

品についてのお問い合わせは、お電話またはＦＡＸにて下記宛てにお願いいたします。 

□連絡先 ： 株式会社ブリッツ                                       □ＴＥＬ   ： ０５６６－７９－２２００ 

□住               所 ： 愛知県安城市高棚町大道４０－１         □ＦＡＸ ： ０５６６－７９－２０７０   

□ＵＲＬ                      ： http://www.blitz.co.jp 
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Ⅲ．各部の名称と説明 

 表示部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＩＧＨＴスイッチ 

（ＰＥＡＫクリア） 

ＬＥＦＴスイッチ 
（ＭＥＮＵ） 

ＤＯＷＮスイッチ 

ＥＮＴＥＲスイッチ 

ＵＰスイッチ 

光通信ポート 

 

 ハーネス部 

 

メインハーネス ３０ｃｍ 

 
故障診断コネクタ（メス） 

表示機ハーネス 黒１．５ｍ  
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Ⅳ．取り付け方法 

① 表示機ハーネスのコネクタと、メインハーネスのコネクタを接続します。 

② 故障診断コネクタ（メス）を、車両の故障自己診断コネクタに接続します。 

③ Ｒ－ＶＩＴ表示部を車両に取り付けます。 

④ 付属タイラップを使用して配線類をまとめます。 

 

※Ｒ－ＶＩＴの表示部・ハーネス類・付属品はしっかりと固定し、運転・視界の妨げになる場所や不安定な場所には

取り付けしないでください。 

※各コネクタ部分は確実に接続し、接触不良のないよう十分ご注意ください。 

 

 

 

 

Ⅴ．操作方法 

１．基本操作 

操作ボタン 基本的動作 

ＥＮＴＥＲスイッチ 各事項の決定に使用します 

ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチ 各項目の選択、レコード/リプレイに使用します 

ＬＥＦＴスイッチ ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面および１つ前の動作に戻ります

ＲＩＧＨＴスイッチ ピーク値クリアに使用します 

 

 

 

 

ＤＯＷＮスイッチ 

ＵＰスイッチ 

ＥＮＴＥＲスイッチ 

ＲＩＧＨＴスイッチ 

ＬＥＦＴスイッチ 
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２．ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ（メインメニュー）一覧 

（１）ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面の項目一覧表です。 

ＭＡＩＮ ＭＡＮＵ画面英語表示 ＭＡＩＮ ＭＡＮＵ画面 日本語表示 選択後動作 

ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ シシンメーター 指針メーターによるモニタリングデータ表示画面へ移動 

ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ ダエンメーター 楕円メーターによるモニタリングデータ表示画面へ移動 

ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ バーグラフ バーグラフ画面によるモニタリングデータ表示画面へ移動

ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ ３レンモニター ３モニタリングデータ－表示画面へ移動 

ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ ６レンモニター ６モニタリングデータ－表示画面へ移動 

ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ コショウシンダン 故障箇所数表示画面へ移動 

ＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ ヒカリツウシン 光通信項目選択画面へ移動 

ＵＮＩＴ ＣＨＡＮＧＥ タンイヘンコウ 単位設定変更画面へ移動 

ＷＡＲＮＩＮＧ ＳＥＴ ワーニング ワーニング設定画面へ移動 

ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ キロク・サイセイ データ記録および再生画面へ移動 

ＣＯＮＴＲＡＳＴ コントラスト コントラスト調整 

ＢＲＩＧＨＴ バックライト バックライト輝度調整 

ＬＡＮＧＵＡＧＥ エイゴ・ニホンゴ 表示言語選択 

ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ ピーククリア ピーク値オールクリア 

ＳＴＲＯＢＯ ザンゾウ 指針メーターの針の残像設定 

ＵＮＩＴ タンイ 速度と温度の単位を設定 

ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ ツウシンマチ モニタリングデータ通信時間設定 

ＲＥＳＥＴ リセット リセット画面へ移動 

 

 

３．メーター画面項目一覧 

（１）モニタリングデータを表示することが可能な、メーター画面の一覧表です。 

ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面英語表示 ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面 日本語表示 モニタリング可能データ項目数 

①ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ シシンメーター １もしくは２ 

②ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ ダエンメーター １もしくは２ 

③ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ バーグラフ １もしくは２ 

④ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ ３レンモニター ３ 

⑤ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ ６レンモニター ６ 
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４．モニタリング可能データ一覧 

（１）モニタリング可能なデータの一覧表です。 

※車両により、表示可能な項目・項目数は異なります。詳しくは、本製品同梱の適合表を確認するか弊社窓口

までお問い合わせください。 

モニタリングデータ項目 英語表示 日本語表示 単位 

①車速 ＳＰＥＥＤ シャソク ｋｍ／ｈ 

②エンジン回転数 ＴＡＣＨＯ カイテン ｒｐｍ 

③点火時期 ＩＧＮＩＴ テンカ ｄｅｇ 

④インジェクタ噴射時間 ＩＮＪＣ１ インジ１ ｍｓ 

⑤インジェクタ噴射時間（Ｒ） ＩＮＪＣ２ インジ２ ｍｓ 

⑥水温 ＷＡＴＥＲ スイオン ℃ 

⑦吸気温度 ＩＮＴＡＫ キュウキ ℃ 

⑧燃料温度 ＦＵＥＬ ネンオン ℃ 

⑨エアフロ電圧 ＡＩＲＦ１ エアフロ１ Ｖ 

⑩エアフロ電圧（Ｒ） ＡＩＲＦ２ エアフロ２ Ｖ 

⑪０２センサ電圧 Ｏ２-１ Ｏ２-１ Ｖ 

⑫０２センサ電圧（Ｒ） Ｏ２-２ Ｏ２-２ Ｖ 

⑬空燃比補正係数 Ａ／ＦＣ１ クウネホ１ ％ 

⑭空燃比補正係数（Ｒ） Ａ／ＦＣ２ クウネホ２ ％ 

⑮バッテリー電圧 ＢＡＴＴ バッテリ Ｖ 

⑯スロットルセンサ電圧 ＴＨＲＯＴ スロットル Ｖ 

⑰ＥＧＲ温度センサ ＥＧＲ－Ｔ ＥＧＲ オン Ｖ 

⑱排気温センサ ＥＸＨ－Ｔ ハイキオン Ｖ 

⑲故障診断コード数 ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ コショウシンダン  

⑳故障診断内容 ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ コショウシンダン  
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 ５．電源ＯＮ 

（１）ご購入後またはＲＥＳＥＴ（リセット）後、初めて電源を入れる場合：

① 接続を確認しＩＧＮ－ＯＮにしてエンジンをスタートしてくださ

い。 

② オープニング画面起動後に、Ｒ－ＶＩＴが通信状況の確認を行

います。 

    ※この時、通信に失敗すると、エラー画面が表示されます。そ

の場合は、再度、接続・車両適合を確認し、電源を入れ直し

てください。 

③ 通信に成功すると、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面が表示されます。 

④ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチを押して表示させたい項目を選択

し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

 

 

（２）２回目以降電源を入れる場合： 

① ＩＧＮ－ＯＮにしてエンジンをスタートさせてください。 

オープニング画面起動後に、前回ＩＧＮ－ＯＦＦ時に選択されて

いた画面表示になります。 

     

６．電源ＯＦＦ 

① ＩＧＮ－ＯＦＦにすると、連動して本製品の電源もＯＦＦになりま

す。 

※車両により、ＩＧＮ－ＯＦＦと連動しない場合があります。その

場合、カウントダウン画面に移行し、カウントダウン終了後

に、本製品の電源もＯＦＦになります。 

※車両により、本製品電源ＯＦＦ時に、画面が一瞬黒くなる場合

がありますが、異常ではありません。 

※車両により、ドアロック解除等でＲ－ＶＩＴ電源がＯＮになる場

合がありますが、カウントダウン後に再び電源ＯＦＦになりま

す。異常ではありません。 

※本製品電源ＯＦＦ中に各スイッチを押すと一瞬電源が入ること

がありますが、カウントダウン後に再び電源ＯＦＦになります。

異常ではありません。 

 

 

ＭＡＩＮ ＭＥNＵ 画面

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

通信エラー 画面 
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７．ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ （シシンメーター） 

メータースケール 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシンメーター）画面 

第１データ項目名 

第２データ項目名 

第２データ項目現在値 

第１データ項目現在値 

 第１データ項目ピーク値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（１） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面にて、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシンメーター）を選択し、Ｅ

ＮＴＥＲスイッチを押して確定すると、指針メーター画面を表示します。 

（２） デジタル表示部は第１データ項目現在値、第１データ項目ピーク値、第２データ項目現在値または単位等

が表示可能です。また、第２データ項目表示部は、何も表示させないことも可能です。 

（３） 指針メーターは、第１表示項目現在値を表示します。 

 

（４） 表示項目設定方法 

① ＥＮＴＥＲスイッチを押すと第１データ項目名（例図：ＴＡＣＨＯ）が反転表示します。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで第１データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わります。

ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

③ 第１データ項目確定後、第２データ項目名（例図：ＷＡＴＥＲ）が反転表示します。 

④ ＵＰスイッチまたはＤＯＷＮスイッチで第２データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。

※第２データ項目のみ、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ以外に、第１データ項目単

位表示・第２データ項目無しを選択できます。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ→第１データ項目

単位表示→第２データ項目無し（ＢＬＮＫ）→①車速の順で変わります。ＵＰスイッチは、その逆順で変

わります。 

⑤ 第２データ項目確定後、指針メーター目盛りの最高値が反転表示します。 

⑥ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで指針メータースケール（エンジン回転数に関しては、×１００ｒｐｍ）を選択

後、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定すると、画面から反転表示が消えます。 

⑦ 指針メーターがモニタリングデータ表示を始めます。 

※反転表示時に、ＬＥＦＴスイッチを押すと、１つ前の操作に戻ります。同時に、反転表示も１つ前に移動しま

す。 

【注意】 表示項目設定時に、何も操作しない状況が５秒を超えると、反転表示が消えて、通常のモニタリングデ

ータ表示画面に戻ります。ただし、それまでに設定変更操作をした場合、その時点の設定が反映され

ます。 
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 （５） 操作方法 

モニタリングデータ表示画面時（反転表示されていない時）の、操作方法です。 

① ＲＩＧＨＴスイッチを押すと、現在選択されている第１データ項目のピーク値がクリアされます。 

※ＲＩＧＨＴスイッチによるピーク値の更新は、メーターに表示されているモニタリングデータ項目、光通信

設定している項目についてのみ行われます。 

② ＬＥＦＴスイッチを押すと、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面に移行します。 

③ DOWN スイッチを押すと、モニタリングデータ表示画面が、 

ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ （シシンメーター） 

↓ 

ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ（ダエンメーター） 

↓ 

ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ（バーグラフ） 

↓ 

ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ（３レンモニター） 

↓ 

ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ（６レンモニター） 

↓ 

ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ （シシンメーター） 

の順で変わります。 

ＤＯＷＮスイッチを押すと逆順で変わります。 

④ ＥＮＴＥＲスイッチを押すと、反転表示され、表示項目設定画面になります。 

 

【注意】メーターやグラフの目盛りは、例えばＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシンメーター）でメータースケール（車速目

盛り）を０～１５０ｋｍ／ｈに設定すると、ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ（ダエンメーター）・ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ（バーグ

ラフ）・ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩＴＯＲ（３レンモニター）等にメーター画面を変更した場合でも、メータースケール

（車速目盛り）０～１５０ｋｍ／ｈが引き継がれます。 
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８．ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ （ダエンメーター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

第１データ項目単位 

メータースケール 

 

 

 

 

 

 

 

ＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ（ダエンメーター）画面 

第１データ項目名 

第２データ項目名 

第２データ項目現在値 

第１データ項目現在値 

 第１データ項目ピーク値 

 

 （１

（２

（３

 

（４

。

※反

【注

（５

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面にて、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでＥＬＬＩＰＳＥ ＭＥＴＥＲ（ダエンメーター）を選択し、Ｅ

ＮＴＥＲスイッチを押して確定すると、楕円メーター画面を表示します。 

） デジタル表示部は第１データ項目現在値、第１データ項目ピーク値、第２データ項目現在値が表示可能で

す。また、第２データ項目表示部は、何も表示させないことも可能です。 

） 楕円メーターは、第１データ項目現在値を表示します。 

） 表示項目設定方法 

① ＥＮＴＥＲスイッチを押すと第１データ項目名（例図：ＴＡＣＨＯ）が反転表示します。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで第１データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わります

ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

③ 第１データ項目確定後、第２データ項目名（例図：ＷＡＴＥＲ）が反転表示します。 

④ UＰまたはＤＯＷＮスイッチで第２データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※第２データ項目のみ、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ以外に、第２データ項目無し

を選択できます。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ→第２データ項目

無し（ＢＬＮＫ）→①車速の順で変わります。ＵＰスイッチは、その逆順で変わります。 

⑤ 第２データ項目確定後、楕円メーター目盛りの最高値が反転表示します。 

⑥ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで楕円メータースケール（エンジン回転数に関しては、×１００ｒｐｍ）を選択

後、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定すると、画面から反転表示が消えます。 

⑦ 楕円メーターがデータ表示を始めます。 

転表示時に、ＬＥＦＴスイッチを押すと、１つ前の操作に戻ります。同時に、反転表示も１つ前に移動しま

す。 

意】 表示項目設定時に、何も操作しない状況が５秒を超えると、反転表示が消えて、通常のモニタリングデ

ータ表示画面に戻ります。ただし、それまでに設定変更操作をした場合、その時点の設定が反映され

ます。 

）操作方法 

① モニタリングデータ表示画面時（反転表示されていない時）の操作方法は、ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシ

ンメーター）と同様です。Ⅴ－７－（５）項をご覧ください。 
13



９．ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ（バーグラフ） 

 

第１データ項目単位 

メータースケール 

第２データ項目現在値

第１データ項目現在値

 

 

 

 

 

 

 

 

ＢＡＲ ＧＲＡＰＨ（バーグラフ）画面 

第１データ項目名 

第２データ項目単位 

第２データ項目名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （１

（２

（３

（４

※

【注

（５

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面にて、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでＢＡＲ ＧＲＡＰＨ（バーグラフ）を選択し、ＥＮＴＥＲス

イッチを押して確定すると、バーグラフメーター画面を表示します。 

） デジタル表示部は第１データ項目現在値、第２データ項目現在値または第１データ項目ピーク値が表示可

能です。また、第２項目表示部は、何も表示させないことも可能です。 

） バーグラフメーターは、第１データ項目現在値を表示します。 

）表示項目設定方法 

① EＮＴＥＲスイッチを押すと第１データ項目名（例図：ＴＨＲＯＴ）が反転表示します。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで第１データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わります。

ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

③ 第１データ項目確定後、第２データ項目名が反転表示します。 

④ UＰまたはＤＯＷＮスイッチで第２データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※第２データ項目のみ、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ以外に、第１データ項目ピ

ーク値、第２データ項目無しを選択できます。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサ→第１データ項目

ピーク値（ＰＥＡＫ）→第２データ項目無し（ＢＬＮＫ）→①車速の順で変わります。ＵＰスイッチは、その

逆順で変わります。 

⑤ 第２データ項目確定後、バーグラフメーター目盛りの最高値が反転表示します。 

⑥ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでバーグラフメータースケール（エンジン回転数に関しては、×１００ｒｐｍ）を

選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定すると、画面から反転表示が消えます。 

⑦ バーグラフメーターがデータ表示を始めます。 

反転表示時に、ＬＥＦＴスイッチを押すと、１つ前の操作に戻ります。同時に、反転表示も１つ前に移動しま

す。 

意】 表示項目設定時に、何も操作しない状況が５秒を超えると、反転表示が消えて、通常のモニタリングデ

ータ表示画面に戻ります。ただし、それまでに設定変更操作をした場合、その時点の設定が反映され

ます。 

）操作方法 

① モニタリングデータ表示画面時（反転表示されていない時）の操作方法は、ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シ

シンメーター）と同様です。Ⅴ－７－（５）項をご覧ください。 
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１０． ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩＴＯＲ （３レンモニター） 

 
（１

（２

（３

（４

※

【注

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面にて、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ（３レンモニター）を選択し、ＥＮＴＥ

Ｒスイッチを押して確定すると、３連モニター画面を表示します。 

） ３連モニター画面は、３つのモニタリングデータを同時表示できます。 

） 表示項目ごとに、４つの表示方法が選択できます。 

[モニタリング値表示方法] 

① 現在値表示のみ 

② 現在値＋バーグラフ表示 

③ 現在値＋ピーク値 

④ 現在値（大文字表示） 

 

）表示項目設定方法 

① ＥＮＴＥＲスイッチを押すと第１データ項目名（例図：ＴＡＣＨＯ）が反転表示します。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチで第１データ項目を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

③ ＤＯＷＮスイッチを押すごとに[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わります。

ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

④ 第１データ項目確定後、第 1 データ項目モニタリング値が反転表示します。 

⑤ ＵＰまたはＤＯＷＮスイッチで第１データ項目モニタリング値の表示方法を選択後、ＥＮＴＥＲスイッチを

押すと確定します。 

⑥ ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリング値表示方法]①現在値表示のみ～④現在値（大文字表

示）の順で、表示方法が変わります。ＵＰスイッチは、その逆順で変わります。 

⑦ 第１データ項目モニタリング値の表示方法を確定後、第２データ項目名が反転表示します。 

⑧ ②～⑦と同様に、第２表示項目と表示方法を選択します。 

⑨ 第２データ項目モニタリング値の表示方法を確定後、第３データ項目名が反転表示します。 

⑩ ②～⑦と同様に、第３データ項目と表示方法を選択します。 

⑪ 第３データ項目モニタリング値の表示方法確定後、画面から反転表示が消え、３連モニター画面がデ

ータ表示を始めます。 

反転表示時に、ＬＥＦＴスイッチを押すと、１つ前の操作に戻ります。同時に、反転表示も１つ前に移動しま

す。 

意】 表示項目設定時に、何も操作しない状況が５秒を超えると、反転表示が消えて、通常のモニタリングデ

ータ表示画面に戻ります。ただし、それまでに設定変更操作をした場合、その時点の設定が反映され

ます。 
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（５） 操作方法 

① モニタリングデータ表示画面時（反転表示されていない時）の操作方法は、ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシ

ンメーター）と同様です。Ⅴ－７－（５）項をご覧ください。 

 

 

第３データ項目モニタリング値

第２データ項目モニタリング値

第 1データ項目モニタリング値 

 

 

 

 

 

 

現在値のみ表示 

ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ（３レンモニター）画面 

第２データ項目名 

第１データ項目名 

第３データ項目名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     現在値＋バーグラフ表示                                           現在値＋ピーク値表示         現在値（大文字表示） 

ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩ（３レンモニター）画面 
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１１．ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩＴＯＲ（６レンモニター） 

 （１

（２

（３

（４

※

【注

（４

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面にて、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチでＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ（６レンモニター）を選択し、ＥＮＴ

ＥＲスイッチを押して確定すると、６連モニター画面を表示します。 

） ６連モニター画面は、６つのモニタリングデータを同時表示できます。 

） 表示項目ごとに、３つの表示方法が選択できます。 

[モニタリング値表示方法] 

① 現在値表示のみ 

② バーグラフ表示のみ 

③ 現在値＋ピーク値 

）表示項目設定方法 

① 表示項目設定方法は、ＴＲＩＰＬＥ ＭＯＮＩＴＯＲ（３レンモニター）と同様です。Ⅴ－１０－（４）項をご覧く

ださい。 

※モニタリング値表示方法の選択は、ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリング値表示方法]①現在

値表示のみ～③現在値＋ピーク値の順で、表示方法が変わります。ＵＰスイッチは、その逆順で変わ

ります。 

反転表示時に、ＬＥＦＴスイッチを押すと、１つ前の操作に戻ります。同時に、反転表示も１つ前に移動しま

す。 

意】 表示項目設定時に、何も操作しない状況が５秒を超えると、反転表示が消えて、通常のモニタリングデ

ータ表示画面に戻ります。ただし、それまでに設定変更操作をした場合、その時点の設定が反映され

ます。 

） 操作方法 

① モニタリングデータ表示画面時（反転表示されていない時）の操作方法は、ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシ

ンメーター）と同様です。Ⅴ－７－（５）項をご覧ください。 
現在値のみ表示 

ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ（６レンモニター）画面 

第１～第６データ項目モニタリング値第１～第６データ項目名 

 

 

 

 

 

 

    バーグラフ表示のみ               現在値＋ピーク値表示    

ＳＩＸＦＯＬＤ ＭＯＮＩ（６レンモニター）画面 
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１２．ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ （コショウシンダン） 

 

異常箇所数 

（この場合、異常箇所は０です） 

 

 

 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                                      ＤＩＡＧＮＯＳＩＳ表示画面 

 

 

異常箇所内容 

（この場合異常箇所はありません） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 車両エンジンコンピュータに記録されている、車両故障自己診断コード数と内容を表示します。 

（２） [モニタリングデータ項目]⑲故障診断コード数と⑳故障診断内容の表示画面です。 

 

（３） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてＤＩＡＧＮＯＳＩＳ（コショウシンダン）を選

択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

② 確定後、故障診断モード画面に移行し、異常箇所数と内容が表示されます。 

③ ＬＥＦＴスイッチを押すと、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻ります。 

【注意】 ・  異常箇所と異常箇所総数が表示されます。 

・ 異常箇所の内容については、複数の診断コードがある場合は、故障箇所の代表的な１つを表示

します。 

・ 本機能は、エンジンコンピュータに記憶されている異常箇所のみ表示します。よって、車両により、

または、異常箇所により、実際の異常箇所数より少なく表示される場合があります。予めご了承く

ださい。 

・ 異常箇所内容は、全てを表示できるわけではありません。 

・ サブコンピュータ等を追加接続している場合は、異常が表示される場合があります。 
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１３．ＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ （ヒカリツウシン） 

 

光通信データ項目 

                                                                                                               ＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ 設定画面 

 

 

 

 

 チャンネル数 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 （１

（２

（３

※

（４

【注

（５

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

） 弊社ブーストコントローラＳＢＣ ｉ－Ｄへ、光通信するモニタリングデータ項目を設定できます。設定項目は

同時に２個まで選択できます。 

） また、車速信号を入力することにより、ＳＢＣ ｉ－Ｄで車速によるブースト設定が可能になります。 

） 接続には、付属のＳＢＣ ｉ－Ｄ連結用プレートを使用して位置合わせを行い取り付けてください。 

ＳＢＣ ｉ－Ｄと連結されている場合のみ使用できる機能です。 

） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ（ヒカリツウシン）を

選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

② 確定後、光通信設定画面へ移行します。 

③ 再度ＥＮＴＥＲスイッチを押すと、ＣＨ１（チャンネル１）の光通信データ項目（例図：ＴＡＣＨＯ）が反転表

示されます。 

④ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＣＨ１（チャンネル１）の光通信データ項目を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチ

を押して確定します。反転表示は、ＣＨ１（チャンネル１）に移動します。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わりま

す。ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

⑤ チャンネル１（ＣＨ１）の光通信データ項目を確定後、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてＣＨ２（チャンネル

２）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。ＣＨ２（チャンネル２）の光通信データ項目（例図：Ｓ

ＰＥＥＤ）が反転表示されます。 

⑥ ＣＨ１（チャンネル１）と同様にして、ＣＨ２（チャンネル２）の光通信項目を選択・確定します。 

⑦ ＬＥＦＴスイッチを押すと、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻ります。 

意】 ・ ＳＢＣ ｉ－Ｄ付属取り扱い説明書のＯＰＴＮ１・２の項を併せてご覧ください。ＰＯＷＥＲ ＭＥＴＥＲ ｉ

－Ｄとの連動について記載されていますが、使用方法は同じです。また、表示項目も、ＯＰＴＮ１・２

共に、Ｒ－ＶＩＴにて設定できます。 

・ 設定変更やピーク値クリアの動作は、Ｒ－ＶＩＴ側で行ってください。 

） 車速によるブースト制御 

① ＳＢＣ ｉ－Ｄと連動した場合、車速によるブーストコントロールが可能になります。詳しくは、ＳＢＣ ｉ－

Ｄ付属取り扱い説明書のＳＰＥＥＤ ＭＡＰの項をご覧ください。 

② この場合、Ｒ－ＶＩＴのＯＰＴＩＣＡＬ ＣＯＭＭ ＣＨ１に、必ずＳＰＥＥＤ（シャソク）項目を選択してくださ

い。 

※故障診断コネクタからの信号速度は、ＳＢＣ ｉ－ＤのＣＰＵサンプリングタイムの１／１０の通信スピード

です。よって、実際の車速よりも応答が遅れる場合がありますので、注意してください。 
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１４．ＵＮＩＴ ＣＨＡＮＧＥ （タンイヘンコウ） 

 

 

 

 

 

 

                                                                                                                               ＵＮＩＴ ＣＨＡＮＧＥ 設定画面 

スロットル電圧項目 

エアフロ電圧項目 

インジェクタ噴射時間項目 
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（１） インジェクタ噴射時間、エアフロ電圧、スロットル電圧の単位を％に変更できます。 

※工場出荷時は、ＯＦＦ（％表示されない）に設定されています。 

（２） １００％が何ｍｓもしくは何Ｖなのかが設定できるので、車両に合わせた、インジェクタ開弁率、エアフロ率、

スロットル開度を設定できます。 

 

（３） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてＵＮＩＴ ＣＨＡＮＧＥ（タンイヘンコウ）を選

択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

② 確定後、単位変更設定画面へ移行します。 

③ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、設定変更したい項目を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと、設定変更

項目値が反転表示されます。 

■インジェクタ噴射時間 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてインジェクタ噴射時間を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※［インジェクタ噴射時間］何ｍｓの時に、［インジェクタ開弁率］１００％とするかを設定します。 

例図では、［インジェクタ開弁率］１００％＝［インジェクタ噴射時間］２０ｍｓとなっています。この場合、

モニタリングデータが［インジェクタ噴射時間］１０ｍｓを記録すると、メーター画面には［インジェクタ開

弁率］５０％が表示されます。 

■エアフロ電圧 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてエアフロ電圧を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※［エアフロ電圧］何Ｖの時に、［エアフロ率］１００％とするかを設定します。 

例図では、［エアフロ率］１００％＝［エアフロ電圧］４．９８Ｖとなっています。この場合、モニタリングデ

ータが［エアフロ電圧］２．４９Ｖを記録すると、メーター画面には［エアフロ率］５０％が表示されます。 

 

■スロットル電圧 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてエアフロ電圧を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

※［スロットル電圧］何Ｖの時に、［スロットル開度］１００％とするかを設定します。 

例図では、［スロットル開度］１００％＝［スロットル電圧］４．８０Ｖとなっています。この場合、モニタリン

グデータが［スロットル電圧］２．４０Ｖを記録すると、メーター画面には［スロットル開度］５０％が表示さ

れます。 

④ ＬＥＦＴスイッチを押すと、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻ります。 

 

 



１５．ＷＡＲＮＩＮＧ ＳＥＴ（ワーニング） 

ワーニング下限値項目 

ワーニング上限値項目 

モニタリングデータ選択項目 

ブザーＯＮ・ＯＦＦ項目 

ワーニングＯＮ・ＯＦＦ項目 

 

    ワーニング設定画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） モニタリングデータのワーニングについて設定できます。 

（２） ワーニング作動させる／させない、ワーニング時にブザーを鳴らす／鳴らさない、ワーニング監視するモニタリン

グデータ、ワーニング上限値、ワーニング下限値を設定できます。 

（３） ワーニングが作動すると、メーター画面が赤くなります。（ブザーONの場合、同時にブザーが鳴ります） 

（４） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにてＷＡＲＮＩＮＧ ＳＥＴ（ワーニング）を選択し、Ｅ

ＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

② 確定後、ワーニング設定画面へ移行します。 

③ 設定変更したい項目をＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと反転表示が移動し

ます。 

④ ワーニングＯＮ・ＯＦＦ 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ワーニングをＯＮ（作動させる）・ＯＦＦ（作動させない）を選択し、ＥＮＴＥ

Ｒスイッチを押して確定します。 

⑤ ブザーＯＮ・ＯＦＦ 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ブザーをＯＮ（鳴らす）・ＯＦＦ（鳴らさない）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを

押して確定します。 

⑥ モニタリングデータ選択 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ワーニング監視させるモニタリングデータを選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを

押して確定します。 

※ＤＯＷＮスイッチを押すごとに、[モニタリングデータ項目]①車速～⑱排気温センサの順で変わります。

ＵＰスイッチはその逆順で変わります。 

⑦ ワーニング上限値 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ワーニングの上限値を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。

⑧ ワーニング下限値 

・ ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ワーニングの下限値を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。

⑨ ＬＥＦＴスイッチを押すと、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻ります。 

※ワーニング上・下限値が同じ値にセットされているときは、上限値のみ有効になります。 

【例図】：回転数５０００ｒｐｍ以上のみでワーニング作動させたいきは、上下限値を５０００とセットする。 

【注意】：メーター画面上に、ワーニング設定したモニタリングデータ項目が表示されていなくても、ワーニング監視 

を続けます。 

   ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面時や設定変更中はワーニング監視しません。 
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１６．ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ（キロク・サイセイ） 

モニタリングデータ値

ＰＬＡＹ（サイセイ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＲＥＣＯＲＤ（キロク）画面 

動作項目選択表示 動作時間 

モニタリングデータ項目 ＲＥＣ（キロク）／ 
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（１） ６つのモニタリングデータをＲＥＣＯＲＤ（記録）＆ＲＥＰＬＡＹ（再生）することができます。 

（２） 設定方法 

① ＲＥＣＯＲＤ（キロク）／ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）するモニタリングデータの種類は、６連モニター画面での表

示方式を継承します。よって、表示方式の変更は６連モニター画面で行ってください。 

（３） 操作方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）＆ＲＥＰＬＡＹ（サイセ

イ）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチで確定すると、ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ画面を表示します。 

（４） ＲＥＣＯＲＤ（記録）操作方法 

① ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）を選択し、ＥＮＴＥＲス

イッチを押すと、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）が始まります。 

※画面に、［ＲＥＣ］と［ＲＥＣＯＲＤ（キロク）時間］が表示されます。 

② ＥＮＴＥＲスイッチを押すと停止します。画面には[ＳＴＯＰ]が表示されます。 

③ ＥＮＴＥＲスイッチを押して停止する前でも、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）メモリがいっぱいになると、ＲＥＣＯＲＤ（キ

ロク）は停止します。 

□ＲＥＣＯＲＤ（キロク）最大時間 ： ６つの項目を全て異なるモニタリングデータを選択した場合：約７２秒 

６つの項目を全て同一のモニタリングデータを選択した場合：約２５２秒 

④ 再度、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）をする時は、ＥＮＴＥＲスイッチを押してください。 

⑤ 停止中にＬＥＦＴスイッチを押すと、ＲＥＣ（キロク）／ＰＬＡＹ（サイセイ）選択モードに戻ります。 

⑥ ＲＥＣ（キロク）／ＰＬＡＹ（サイセイ）選択モード時にＬＥＦＴスイッチを押すとＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻りま

す。 

（５）ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）操作方法 

① ＲＥＣ＆ＰＬＡＹ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）を選択し、ＥＮＴＥＲ

スイッチを押すと、ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）が始まります。 

※画面に、［ＰＬＡＹ］と［ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）時間］が表示されます 

② ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）中に、ＵＰスイッチを押すと早送り、ＤＯＷＮスイッチを押すと巻き戻しができます。 

※早送りと巻き戻しは、スイッチを押す回数により１・２・５・１０倍速が選択できます。 

③ ＥＮＴＥＲスイッチを押すか、ＲＥＣＯＲＤ（キロク）メモリが全てＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）されると、停止します。

④ 再度、ＲＥＰＬＡＹ（サイセイ）をする時は、ＥＮＴＥＲスイッチを押してください。 

⑤ 停止中にＬＥＦＴスイッチを押すと、ＲＥＣ（キロク）／ＰＬＡＹ（サイセイ）選択モードに戻ります。 

⑥ ＲＥＣ（キロク）／ＰＬＡＹ（サイセイ）選択モード時にＬＥＦＴスイッチを押すとＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面へ戻りま

す。 



１７．ＣＯＮＴＲＡＳＴ （コントラスト） 

 
（１） ＬＣＤ（液晶）のコントラストを設定します。 

 

（２） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＣＯＮＴＲＡＳＴ（コントラスト）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを

押すと、ＣＯＮＴＲＡＳＴ（コントラスト）調整項目が反転表示さ

れます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＣＯＮＴＲＡＳＴ（コントラスト）

調整を行い、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

※０で最も薄く、１００で最も濃い状態になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８．ＢＲＩＧＨＴ （バックライト） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） バックライトの輝度を設定します。 

 

（２） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＢＲＩＧＨＴ（バックライト）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押

すと、ＢＲＩＧＨＴ（バックライト）調整項目が反転表示されま

す。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＢＲＩＧＨＴ（バックライト）調

整を行い、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

※０でバックライト消灯、１００で最高輝度に設定されます。 
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１９．ＬＡＮＧＵＡＧＥ （エイゴ・ニホンゴ） 

（１） 画面に表示される文字の、言語とサイズを設定できます。 

 

（２） 操作方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＬＡＮＧＵＡＧＥ（エイゴ・ニホンゴ）を選択し、ＥＮＴＥＲスイ

ッチを押すと、ＬＡＮＧＵＡＧＥ（エイゴ・ニホンゴ）選択項目が

反転表示されます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＬＡＮＧＵＡＧＥ（エイゴ・ニホ

ンゴ）選択を行い、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

③ ＬＡＮＧＵＡＧＥ（エイゴ・ニホンゴ）選択項目説明 

・ [ＥＮＧ１]：表示項目が英語の７ドット文字（大きい文字）

で表示される。 

・ [ＪＰＮ１]：表示項目が日本語の７ドット文字（大きい文

字）で表示される。 

・ [ＥＮＧ２]：表示項目が英語の５ドット文字（小さい文字）

で表示される。 

・ [ＪＰＮ２]：表示項目が日本語の５ドット文字（小さい文

字）で表示される。 

 

※５ドット文字は３連モニターと６連モニターの表示項目文字を小さくし

てモニター数値を見やすくできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０．ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ （ピーククリア） 

 
（１） 現在、記録されている全モニタリングデータ項目のピーク値を、ク

リアします。 

 

（２） 操作方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＰＥＡＫ ＣＬＥＡＲ（ピーククリア）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッ

チを押して確定します。 

② 確定後、全ピーク値がクリアされます。 
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２１．ＳＴＲＯＢＯ （ザンゾウ） 

（１） ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシンメーター）画面の、針の残像ありと無

しを設定できます。 

 

（２） 操作方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＳＴＲＯＢＯ（ザンゾウ）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押す

と、残像ＯＮ・ＯＦＦ設定項目が反転表示されます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＯＮ（残像あり）・ＯＦＦ（残像

無し）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

※残像設定が適用されるのは、ＮＥＥＤＬＥ ＭＥＴＥＲ（シシンメータ

ー）のみです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２２．ＵＮＩＴ （タンイ） 

 
（１） 車速と温度の単位が設定できます。 

 

（２） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＵＮＩＴ（タンイ）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと、単位

選択項目が反転表示されます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、[ｋｍ／ｈ]または[ＭＰＨ]を選

択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと確定します。 

③ 単位選択項目説明 

・ [ｋｍ／ｈ]を選択すると速度単位がｋｍ／ｈ、温度単位

が℃になります。 

・ [ＭＰＨ]を選択すると速度単位がＭＰＨ、温度単位が°Ｆ

になります。 
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２３．ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ（ツウシンマチ） 

 
（１）車両データのモニタリング時間を設定します。 

 

（２） 設定方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ（ツウシンマチ）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッ

チを押すと、通信時間選択項目が反転表示されます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ 「０」～

「３」を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押して確定します。 

 

（３） 通信時間選択項目説明 

① 通信時間は、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ「０」（早い）～ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ

「３」（遅い）と変化していきます。 

② 通常は、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ「０」で使用します。 

④ 通信時間を遅く設定すると、メーター画面でのデータ表示サ

イクルは、遅くなります。 

   

 

 

③ 車両により、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ「０」では通信しない場合があり

ます。その車両について、ＣＯＭＭ ＷＡＩＴ（ツウシンマチ）

の設定を変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２４．ＲＥＳＥＴ （リセット） 
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（１） 現在保存されている全ての情報を破棄して、工場出荷状態に戻

します。 

 

（２） 操作方法 

① ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面において、ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチに

て、ＲＥＳＥＴ（リセット）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを押すと、

ＲＥＳＥＴ実行画面が表示されます。 

② ＵＰおよびＤＯＷＮスイッチにて、[ＥＸＥＣＵＴＥ]（ジッコウ）もし

くは[ＣＡＮＣＥＬ]（キャンセル）を選択し、ＥＮＴＥＲスイッチを

押して確定します。 

※[ＥＸＥＣＵＴＥ]（ジッコウ）した場合は、オープニング画面から

始まります。 

※[ＣＡＮＣＥＬ]（キャンセル）した場合は、ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ画面

に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



Ⅵ．メモリ項目 

下記項目に関しては、電源をＯＦＦにしても記憶されています。 

①   表示画面の種類 

②   表示する項目 

③   表示方式 

④   メーターのスケール 

⑤   ピーク値 

⑥   ワーニング設定  

⑦   光通信設定  

⑧   記録データ  

⑨   表示言語  

⑩   コントラスト設定値 

⑪   バックライト設定値 

⑫   車両メーカー種類 

⑬   残像設定 

⑭   単位設定 

⑮   通信待ち時間  

Ⅶ．初期設定値 

工場出荷時の初期値は、以下のように設定されています。また、ＲＥＳＥＴした時も、この初期値に設定されます。 

① 表示画面の種類    ：ＭＡＩＮ ＭＥＮＵ  

② 表示する項目     ：メーカー選択画面 

③ 表示方式     ：現在値 

④ ピーク値     ：すべてゼロ 

⑤ ワーニング設定     ：ワーニングＯＦＦ 

⑥ 光通信設定     ：ＳＰＥＥＤとＴＡＣＨＯ 

⑦ 記録データ     ：なし 

⑧ 表示言語     ：ＥＮＧ１ 

⑨ コントラスト設定値    ：４０ 

⑩ バックライト設定値    ：１００ 

⑪ 残像設定     ：なし 

⑫ 単位設定     ：ｋｍ／ｈ 

⑬ 通信待ち時間     ：０ 
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